
 平成30年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～29年度）】 【30年度】 【今後予定（31年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業： 世界文化遺産登録推進事業・博物館魅力向上事業・展示事業

: 08 - 1 -

2-1
局・課名

5,610

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 29年度予算 30年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 新規・拡充

平成30年度要求額平成28年度決算額

事業名 世界文化遺産登録に向けた博物館展示事業

： 文化観光局・学芸課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
歴史文化

・古代常設展の充実
・展覧会開催
・31，32年度展覧会の準備と
広報

・展覧会開催
・32年度展覧会の準備と
広報

平成29年度予算額

150 @50,000×3人

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

18,131

ポスター・チラシのデザインと作成

古代常設展示場の充実

6,241

250

2,600

100

　H　～　H

事業

概要

　百舌鳥・古市古墳群が世界文化遺産登録の国内推薦候補
に選定されたことを受け、博物館として古墳群やその時代の
重要性を発信し、今後のさらなる機運醸成を図る。また、登録
後には百舌鳥古墳群を世界に紹介し、実物資料を展示する
ことによって、ガイダンス機能の一翼を担う。

・平成30年度から32年度にかけての3か年事業。31年度の世界文化遺産登録と
32年度の東京オリンピック開催に伴う訪日客など、これから増加する来訪者への
情報発信を行い、実物展示を通した百舌鳥古墳群の価値理解の促進を図るた
め、満足度の高い展示及び特別展を実施する。
＜30年度＞古墳時代の焼き物「須恵器」をテーマにおき、古代のものづくり、海外
交流を紹介する企画展と、古代常設展示コーナーで、現存する百舌鳥の巨大古
墳に関する展示を充実させる。
＜31年度＞百舌鳥・古市古墳群の出土品を中心に、日本各地の古墳の資料も紹
介し、古墳築造における莫大なエネルギーと技術革新を紹介する特別展を開催す
る。
＜32年度＞視点を世界に広げ、古墳をはじめとする巨大モニュメント築造の意義
と、そこで使用された道具の発展を紹介し、世界史的視点で古墳文化を紹介する
特別展を開催する。

・古代常設展示の充実
・平成30年度展覧会の開催と、3か年計画の準備と広報

筆耕翻訳料

2,880

300

0

展覧会開催委託料

写真借用料

人材派遣委託料

写真資料借用料

人材派遣1名

債務負担行為

講演会謝礼金

広報資料作成委託料

会場設営・資料運搬展示等

常設展更新委託料

講師費用弁償、イギリス・アメリカ調査等調査等旅費

博物館施設設備報告作成

0110整理番号

その他

合計 0 18,131

その他　特記事項

事業計画


